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非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性

｜
｜
社
会
学
に
お
け
る
非
同
時
性
の
問
題
に
つ
い
て
i
｜

は
じ
め
に

非同時的なものの同時性

こ
れ
ま
で
社
会
学
の
時
間
論
で
は
、
時
計
時
間
に
象
徴
さ
れ
る
近
代

的
時
間
の
社
会
的
機
能
を
問
う
と
と
も
に
、
そ
こ
に
回
収
さ
れ
な
い

「
質
的
な
時
間
」
や
、
集
団
や
関
係
ご
と
に
異
な
る
社
会
的
時
間
の
多

元
性
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て
き
た
。
他
方
で
現
代
で
は
、
そ
う
し
た
既

存
の
社
会
学
の
時
間
論
が
、
客
観
的
で
「
量
的
な
時
間
」
と
主
観
的
で

「
質
的
な
時
間
」
を
峻
別
し
、
か
つ
自
然
科
学
を
初
め
と
す
る
他
分
野

で
の
時
間
概
念
の
発
展
を
十
分
に
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
、
等
し
並
み
に

自
然
的
時
間
や
物
理
的
時
聞
を
量
的
時
間
と
間
一
視
し
、
そ
れ
と
対
置

さ
せ
た
質
的
な
契
機
に
過
剰
に
傾
倒
し
て
き
た
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
社
会
学
に
お
け
る
時
間
の
多
元
性
の
主
張
も
ま
た
、
相
対
性

理
論
に
よ
る
絶
対
的
時
間
の
概
念
の
相
対
化
か
ら
示
唆
を
受
け
た
も
の

梅

村

麦

生

で
あ
り
、
量
的
で
均
質
化
さ
れ
た
近
代
的
時
聞
が
技
術
の
発
展
と
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
世
界
中
に
、
そ
し
て
個
人
の
生
活
の
中
に
ま
で

浸
透
し
た
こ
と
で
、
そ
れ
を
基
準
と
し
て
む
し
ろ
社
会
的
時
間
の
多
元

性
や
、
個
人
の
内
的
時
間
さ
え
も
は
っ
き
り
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
（
同
R
ロ
H
S
W
詰
EFω

ロ・
ω
H
一
九
九
一
二
日

四
六
七
）
。

そ
う
し
た
現
代
社
会
に
お
け
る
質
的
・
量
的
契
機
を
含
む
社
会
的
時

間
の
多
義
性
を
当
初
よ
り
問
題
化
し
て
い
た
の
が
、
世
代
論
で
提
起
さ

れ
た
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
の
概
念
で
あ
足
。
こ
の
概
念
は
、

時
間
の
社
会
学
の
文
脈
で
は
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
出
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
社
会
学
の
時
間
論
に
対
す
る
意
義
と
い
う
観
点
か
ら
、

こ
の
概
念
を
め
ぐ
る
議
論
の
系
譜
を
取
り
上
げ
て
追
究
す
る
。
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「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」

へ
の
近
年
の
注
目

本
稿
の
背
景
に
は
、
近
年
の
ド
イ
ツ
語
聞
の
文
化
社
会
学
と
隣
接
分

野
に
お
け
る
こ
の
概
念
へ
の
注
目
が
あ
る
。
例
え
ば
、
美
学
（
ω岳
ロ
早

舟
コ

ME∞
品
開
。
自
由
ロ
編
N
C
H
H
）
や
政
治
学
（
巧
同
｝
円
。
門
編
N

S

∞
）
で
は
近

代
の
時
代
診
断
の
文
脈
で
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
の
特
集
が

組
ま
れ
、
『
時
間
と
社
会
』
誌
で
も
「
非
同
時
性
の
文
化
」
の
特
集
が

組
ま
れ
て
い
る
（
∞
5
8編
N
g
e。
そ
の
特
集
の
編
序
で
H
H
G
・
ブ

ロ
l
ゼ
は
、
現
代
西
洋
社
会
の
社
会
的
時
聞
に
は
異
な
る
速
度
や
異
な

る
時
間
地
平
の
並
存
に
加
え
て
同
時
性
の
増
大
が
あ
り
、
そ
の
同
時
性

の
増
大
に
は
不
可
避
的
に
非
同
時
性
の
増
大
が
伴
い
（
同
一
切
）
、
特
に

現
代
の
通
信
技
術
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
に
よ
る
同
時
性
の
拡
大

の
下
で
異
な
る
時
間
性
が
よ
り
尖
鋭
に
現
れ
て
い
る
と
記
す
（
同
L
3
0

別
の
筒
所
で
は
「
現
代
社
会
の
諸
関
係
の
変
化
に
並
行
し
て
生
じ
て
い

る
社
会
的
時
間
の
変
化
は
、
そ
の
構
造
と
意
味
論
に
お
い
て
非
同
時
的

な
も
の
の
同
時
性
と
し
て
解
釈
し
う
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
（
∞
B
E

N
C
H
。一日仏叶）。

プ
ロ
l
ゼ
は
そ
こ
で
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
は
、
時
間
の
観

察
の
根
底
に
あ
り
、
時
間
の
構
成
の
中
で
（
歴
史
的
か
つ
社
会
の
進
化

と
共
に
変
化
す
る
形
式
に
よ
っ
て
）
展
開
さ
れ
覆
い
隠
さ
れ
る
、
そ
う
し

た
パ
ラ
ド
ク
ス
で
あ
る
」
と
規
定
す
る
が
、
そ
の
際
に
依
拠
す
る
の
が

N
・
ル
l
マ
ン
の
シ
ス
テ
ム
理
論
で
あ
る
（
同
一

E
3。
さ
ら
に
、
こ

の
概
念
の
学
問
上
で
の
系
譜
は

w
－
ピ
ン
ダ
ー
に
よ
る
美
術
史
の
世
代

論
に
始
ま
り
、
そ
れ
を
K
・
マ
ン
ハ
イ
ム
が
社
会
学
の
世
代
論
へ
接
続

し
、
さ
ら
に
E
・
ブ
ロ
ッ
ホ
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
拡
大
に
直
面
し
て
時
代

診
断
に
用
い
た
後
は
学
問
を
離
れ
て
広
告
や
文
芸
欄
の
中
で
普
及
し
た

が、

R
・
コ
ゼ
レ
ッ
ク
ら
を
初
め
と
し
て
歴
史
科
学
と
文
化
科
学
の
中

で
は
体
系
的
に
言
及
さ
れ
て
き
た
と
い
う
（
同
誌
包
ふ
）
。

こ
の
概
念
の
系
譜
に
関
し
て
、
ブ
ロ

1
ゼ
は
個
別
の
学
説
の
共
通
点

や
相
違
点
、
社
会
学
の
時
間
論
に
関
わ
る
論
点
ま
で
は
示
し
て
い
な
い
。

こ
の
概
念
の
特
に
「
非
同
時
性
」
の
含
意
の
広
さ
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
P
・
ノ
ル
テ
（

z
a
s
g
S
L
ω
十

ω）
が
「
通
時
的
次
元
」
（
同
一
文

化
内
）
と
「
共
時
的
次
元
」
（
異
文
化
問
）
の
相
違
を
、
ま
た
B
・
ギ
l

ゼ
ン
（

2
2
2
N。
。
弁
匂
’
ωω
）
が
「
非
同
時
代
性
H
非
現
代
性
」
（
異

な
る
時
代
・
発
展
段
階
の
問
）
、
「
非
共
時
性
」
（
異
な
る
社
会
領
域
の
間
）
、
「
記

憶
の
分
断
」
（
異
な
る
集
団
の
問
）
と
い
う
三
つ
の
異
な
る
意
味
を
指
摘

し
て
い
る
が
、
個
別
の
学
説
に
即
し
た
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
概
念
を
め
ぐ
る
系
譜
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
何
を

問
題
と
し
て
こ
の
概
念
を
用
い
、
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
相
違
が
現
れ

て
い
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

そ
こ
で
ま
ず
、
社
会
現
象
や
出
来
事
の
〈
意
味
〉
の
統
一
性
と
非
統
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非同時的なものの同時性

一
性
を
時
間
次
元
の
統
一
性
と
非
統
一
性
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
点

を
各
議
論
の
共
通
点
と
見
な
す
。
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
を

提
起
し
た
世
代
論
の
中
で
も
、
特
に
こ
の
概
念
を
普
及
さ
せ
た
の
が
マ

ン
ハ
イ
ム
で
あ
る
が
、
彼
は
世
代
を
具
体
的
な
内
容
や
社
会
的
な
関
係

に
基
づ
く
集
団
形
成
と
は
異
な
る
仕
方
で
統
一
を
な
す
単
位
と
し
て
社

会
学
的
な
問
題
と
見
な
し
た
（
冨
吉
ロ
Z
5
5
N∞
L
弓’
N
H
一
九
七
六
日

一
六
九
i
七
一
）
。
こ
れ
は
後
の
ル
l
マン（ロ『－

v
z
y
g
gロ
忌
∞
品
川
口
「

NNH
二
O
二
O
上

二

O
六
｜
二
ハ
）
に
よ
る
意
味
概
念
の
規
定
を
用

い
れ
ば
、
意
味
の
三
次
元
の
う
ち
事
象
次
元
や
社
会
的
次
元
で
は
な
く
、

時
閥
次
元
に
よ
る
統
一
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
マ
ン
ハ
イ

ム
が
世
代
の
統
一
は
単
に
同
じ
年
に
生
ま
れ
た
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
現
実
の
社
会
的
な
内
容
や
精
神
的
な
内
容
」

が
諸
個
人
を
結
び
つ
け
て
い
る
場
合
に
の
み
生
じ
う
る
と
記
し
た
よ
う

に
（
呂
田
口
口
Z
5
5回
忌
SsHHH
一
九
七
六
日
一
九
二
六
）
、
「
非
同

時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
の
系
譜
で
は
、
当
初
か
ら
そ
の
時
閥
次
元
の

統
一
性
と
非
統
一
性
が
意
味
の
他
の
次
元
と
結
び
つ
け
て
論
じ
ら
れ
て

き
た
。
そ
の
結
び
つ
き
に
関
し
て
、
学
説
ご
と
の
相
違
も
生
じ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
上
述
の
共
通
点
を
前
提
と
し
て
そ
の
相
違

を
見
て
い
く
た
め
、
①
こ
の
概
念
を
最
初
に
提
起
し
た
世
代
論
に
お
け

る
同
時
性
と
非
同
時
性
の
発
見
と
そ
こ
で
の
「
体
験
」
や
「
様
式
」
と

の
関
係
づ
け
、
②
歴
史
的
意
味
論
と
歴
史
的
時
間
論
に
お
け
る
「
出
来

事
」
と
複
数
の
時
間
性
の
結
び
つ
き
の
問
題
化
、
③
社
会
シ
ス
テ
ム
理

論
に
お
け
る
「
観
察
者
」
の
問
題
の
定
式
化
と
い
う
展
開
に
沿
っ
て
追

究
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
〈
体
験
時
間
の
多
元
性
の
問
題
化
〉
と
い
う

点
を
時
間
の
社
会
学
に
対
す
る
こ
の
概
念
の
寄
与
と
し
て
提
示
し
た
い
。

世
代
論
に
お
け
る
「
非
同
時
性
」
の
発
見

「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
の
概
念
を
普
及
さ
せ
た
マ
ン
ハ
イ

ム
が
ロ
マ
ン
主
義
・
歴
史
主
義
の
立
場
か
ら
の
世
代
論
の
先
駆
者
と
し

て
挙
げ
た
の
が
W
・
デ
イ
ル
タ
イ
と
W
・
ピ
ン
ダ
ー
で
あ
り
、
そ
こ
か

ら
こ
の
概
念
も
提
起
さ
れ
た
。

以
下
で
は
こ
の
問
題
系
が
ど
の
よ
う
に
浮
上
し
た
の
か
を
跡
づ
け
る

た
め
、
デ
イ
ル
タ
イ
、
ピ
ン
ダ
1
、
マ
ン
ハ
イ
ム
の
世
代
論
を
見
て
い

く
。
そ
の
う
え
で
、
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
「
同
時
性
」
や
「
非
同
時
性
」

と
結
び
つ
け
た
も
の
を
確
認
す
る
。

世
代
論
に
お
け
る
「
同
時
的
な
も
の
の
非
同
時
性
」
の
発
見

デ
ィ
ル
タ
イ
が
世
代
論
と
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
の
考

え
に
与
え
た
貢
献
は
、
質
的
な
「
同
時
性
」
の
発
見
に
あ
る
。
マ
ン

ハ
イ
ム
（
冨

gロ
Z
S
S
N∞
L
Sム
H
一
九
七
六
日
一
五
八
i
九
）
に
よ

れ
ば
、
デ
イ
ル
タ
イ
が
画
期
的
で
あ
っ
た
の
は
「
量
的
に
計
り
う
る
」

一一一． 
一
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時
需
と
「
質
的
に
の
み
把
握
し
う
る
内
的
な
体
験
時
間
」
を
対
照
さ

せ
て
世
代
の
統
一
性
を
後
者
に
基
づ
か
せ
た
点
と
、
「
同
時
性
日
同

時
代
性
信
E
n
F
N
O玄
関
宵
岳
）
」
が
単
な
る
「
時
系
列
的
H
年
代
記
的

（nvgロ
♀
晶
宮
町
）
」
な
意
味
を
超
え
て
、
与
え
ら
れ
る
影
響
の
「
同
種

性

信

S
E
g
E
m
r呂
ど
か
ら
同
一
の
「
世
代
」
を
構
成
す
る
と
説
い

た
点
に
あ
る
。
こ
こ
で
「
世
代
と
世
代
と
を
隔
て
る
間
隔
」
が
単
な
る

年
数
計
算
か
ら
「
内
的
に
追
体
験
可
能
な
時
間
」
に
代
わ
り
、
「
世
代

の
同
時
性
」
が
存
在
の
「
質
的
な
被
拘
束
性
」
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た

と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
デ
イ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
、

世
代
は
、
諸
個
人
が
同
時
代
的
な
関
係
に
あ
る
こ
と
（
甲
申
込
む
．

E
号

h守
色
町
H

．S
詩
吟
意
向
止
さ
shshmt注
意
芯
）
を
一
不
す
指
標
で
あ
る
。
い

わ
ば
相
並
ん
で
成
長
し
た
諸
偶
人
、
す
な
わ
ち
共
通
の
幼
年
期
、

共
通
の
青
年
期
を
も
ち
、
人
と
し
て
の
力
を
発
揮
し
た
期
間
が
部

分
的
に
重
な
る
諸
個
人
を
、
わ
れ
わ
れ
は
同
世
代
と
呼
ぶ
。
・
：
多

感
な
年
頃
に
同
一
の
感
化
を
受
け
た
人
々
は
、
ま
と
ま
っ
て
一
つ

の
世
代
を
形
成
し
て
い
る
。
：
・
こ
れ
ら
の
個
人
は
、
多
感
な
時
期

に
起
こ
っ
た
同
一
の
大
き
な
事
実
や
変
化
に
左
右
さ
れ
、
そ
れ
以

外
の
要
因
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
一
つ
の
等
質
的
な
全
体
に
結
び

つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（

E
5
4
5叶
m
L
N品
川

二

O
O
六日

五
五
八
）

94 

し
た
が
っ
て
デ
イ
ル
タ
イ
は
「
世
代
」
に
つ
い
て
、
時
間
H
時
代
の

区
分
と
体
験
の
共
有
を
結
び
つ
け
て
論
じ
、
社
会
関
係
に
お
け
る
同
時

性
H
同
時
代
性
の
意
義
を
そ
こ
に
見
出
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
ま
さ

に
世
代
を
社
会
学
の
問
題
と
す
る
土
台
を
提
供
し
た
。
後
に
M
・
ハ
イ

デ
ガ

i
（甲山包含
mmo円

E
N日
ω∞
十
日
目
二

O
一
三
（
四
）
日
一
一
ム
ハ

O
一広・

宮
自
ロ
F
9
5
H
S
∞一
EKFH
一
九
七
六
日
一
五
九
）
は
デ
イ
ル
タ
イ
上

記
文
献
を
参
照
し
自
ら
の
「
世
代
」
と
「
共
に
あ
る
こ
と
（
百
円
白
色
ロ
）
」

を
現
存
在
の
「
運
命
」
と
規
定
し
、
ま
た
A
・
シ
ユ
ツ
ツ
（

ωngs

EωNHH巳
eωH
二
O
O
六
二
六
一
二
四
）
が
社
会
関
係
の
基
礎
に
あ
る

と
し
た
「
共
に
年
を
と
る
こ
と
（

N
E
g
g
g
g善
命
自
）
」
と
し
て
の
「
同

時
性
」
の
議
論
に
も
関
連
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

次
い
で
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
に
関
わ
る
世
代
の
「
非
同

時
性
」
の
契
機
を
提
示
し
た
の
が
美
術
史
家
の
ピ
ン
ダ
ー
で
あ
る
。
マ

ン
ハ
イ
ム
に
よ
れ
ば
、
ピ
ン
ダ
l
は
よ
り
ロ
マ
ン
主
義
の
傾
向
が
あ

り
つ
つ
も
、
「
世
代
」
を
「
同
時
的
な
も
の
の
非
同
時
性
」
と
し
て

発
展
さ
せ
、
特
に
「
同
一
の
時
系
列
上
の
時
間
H
年
代
記
上
の
時
代

（nvgロ♀。何時国
n
z
r
s
に
様
々
な
世
代
が
生
き
て
」
お
り
、
時
間
H

時
代
と
い
う
考
え
が
「
多
次
元
的
」
「
多
声
的
」
に
組
織
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
主
張
し
た
（
呂
田
ロ
ロ
Z
S
E
N∞
斗
宏
ふ
H

一
九
七
六
日
一
六
O

一）。



そ
の
ピ
ン
ダ
1
（
司
広
島
市
門
戸
沼
伶
己
a
N
N
H

一
九
一
三
一
二
二
八
五
二
）

は
世
代
を
美
術
史
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
前
段
で

「
歴
史
的
同
時
性
刊
同
時
代
性
」
に
つ
い
て
問
題
化
し
、
そ
の
中
で
「
同

時
的
な
も
の
の
非
同
時
性
包
括
E
n
v
B
E
m
g
骨
印
。
E
n
z
s
－mm）」

の
考
え
を
提
起
し
た
。
彼
は
そ
こ
で
日
常
で
は
自
明
視
さ
れ
て
い
る
が

学
問
上
で
は
問
題
化
し
う
る
経
験
と
し
て
、
「
最
年
少
の
子
供
の
層
か

ら
最
年
長
の
老
人
の
層
に
至
る
ま
で
、
き
わ
め
て
奥
な
る
層
が
実
際
に

同
時
に
居
合
わ
せ
て
い
る
」
と
い
う
「
異
な
る
年
代
の
人
々
の
同
時
性

（22nyN2tmwa円
母
国
〈
叩
円
回
忌
段
門
戸

o
p
E
E
m
oロ
）
」
（
同
日
ロ
・
ω
H
四
O
）

を
挙
げ
、
さ
ら
に
「
現
在
時
H
今
ど
き

G
a
N
R
S）
」
や
「
近
代
」
の

い
わ
ば
時
間
被
拘
束
性
（
同
一
ロ
ム
H
四
一
！
一
一
）
や
、
「
時
代
」
が
実

際
に
は
あ
く
ま
で
「
そ
の
時
代
の
様
式
（
ω岳
）
」
と
し
て
体
験
さ
れ
る

こ
と
に
言
及
し
た
上
で
（
向
日

E
H
四
四
l
五
）
、
「
同
時
的
な
も
の
の

非
同
時
性
」
に
つ
い
て
こ
う
規
定
し
た
。

非同時的なものの同時性

誰
し
も
同
じ
年
代
の
人
々
や
異
な
る
年
代
の
人
々
と
と
も
に
、

同
時
代
の
諸
可
能
性
に
満
ち
た
中
で
生
き
て
い
る
。
同
じ
時
間
H

時
代
が
各
人
に
と
っ
て
異
な
る
時
間
H
時
代
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

同
年
代
の
人
々
と
の
み
共
有
す
る
自
分
自
身
の
時
代
は
、
そ
れ
ぞ

、
、
、
、
、
、
、

れ
異
な
っ
た
時
代
（
N
3
豆
電
）
で
あ
る
。
（
何
一
N
H
a
M
H
五
一
）

ピ
ン
ダ
l
（同日
N
N
H
H

五
一
ー
ー
一
一
）
は
そ
こ
か
ら
、
学
問
上
で
「
客

観
的
」
な
時
間
間
隔
を
、
「
主
観
的
に
異
な
る
諸
時
間
」
に
よ
っ
て
分

解
し
た
上
で
綜
合
し
、
時
間
を
あ
く
ま
で
「
一
次
元
的
」
に
で
は
な
く

「
多
次
元
的
」
に
生
じ
る
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
で
、
「
関
さ
れ
た
〈
同

時
的
な
も
の
の
非
同
時
性
ど
に
つ
い
て
論
じ
う
る
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
「
同
時
代
的
（
m
E
a
g
E
m）
」
と
「
同
年
代
的
（
色
。
互
邑
E
m）」

を
区
別
し
、
前
者
に
対
応
す
る
も
の
を
「
時
代
（
N
2
5己
」
、
後
者
に

対
応
す
る
も
の
を
「
世
代
」
と
し
て
、
異
な
る
リ
ズ
ム
経
過
を
も
っ
両

者
が
絡
み
合
っ
て
「
歴
史
的
リ
ズ
ム
」
が
生
じ
て
く
る
と
見
て
（
同
一

N
叶
日
五
八
｜
九
）
、
芸
術
作
品
や
芸
術
家
に
と
っ
て
「
同
時
代
的
」
は

必
ず
し
も
「
同
年
代
的
」
を
意
味
し
な
い
と
注
記
し
た
上
で
（
同

L
E

H
二
二
四
）
、
美
術
史
に
お
け
る
時
間
H
時
代
の
問
題
を
こ
う
ま
と
め

て
い
る
。〔

歴
史
的
時
間
の
〕
相
対
的
な
本
質
と
は
つ
ま
り
、
芸
術
家
に

と
っ
て
も
人
間
一
般
に
と
っ
て
も
、
「
唯
一
の
時
間
H
時
代
（
色
。

N
S）
」
が
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
日
時

代
（
』
Y
E
P
－C」
が
存
在
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
歴

史
的
時
点
の
多
次
元
性
と
い
う
：
・
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
こ
う

し
た
相
対
化
が
各
時
系
列
上
の
単
位
で
あ
る
「
時
点
」
の
・
：
違

い
と
し
て
、
つ
ま
り
隠
さ
れ
た
〈
同
時
的
な
も
の
の
非
同
時
性
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包
括
一
2
n
z
s在
在
二
2
2
2
n
Z
2
t
mめ
）
〉
と
し
て
表
現
さ
れ
る
0

・
：
様
式
を
新
た
に
区
別
す
る
可
能
性
も
、
そ
の
様
式
が
同
じ
人
々

や
異
な
る
人
々
に
よ
っ
て
変
化
の
事
象
と
し
て
体
験
さ
れ
て
い
る

の
か
否
か
を
問
う
こ
と
で
生
じ
て
く
る
。
（
同
二

8

1
二
九
｜

二
O

）

以
上
か
ら
、
先
の
デ
イ
ル
タ
イ
が
世
代
の
う
ち
に
「
体
験
」
と
結
び

つ
く
質
的
な
「
同
時
性
」
を
見
出
し
た
と
す
れ
ば
、
ピ
ン
ダ
ー
は
そ
こ

に
「
様
式
」
と
結
び
つ
く
年
代
ご
と
の
「
非
同
時
性
」
の
契
機
を
見
出

し
て
「
同
時
的
な
も
の
の
非
同
時
性
」
を
提
起
し
た
と
言
え
る
。
マ

ン
ハ
イ
ム
（
富
吉
ロ
｝
5
5
5
N
∞H
E
m－
O
H

一
九
七
六
日
一
ム
ハ
一
一
一
）
は
、

ピ
ン
ダ
ー
が
そ
れ
ま
で
「
時
代
精
神
」
や
「
世
紀
の
精
神
」
と
言
わ
れ

る
中
で
強
調
さ
れ
て
き
た
「
時
間
H
時
代
の
統
一
性
（
N
岳
∞
一
号
岳
ご

と
い
う
考
え
方
を
、
世
代
と
「
同
時
的
な
も
の
の
非
同
時
性
」
の
考
え

の
下
で
打
ち
崩
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
へ
の
転
固
と
時
代
診
断

マ
ン
ハ
イ
ム
は
デ
イ
ル
タ
イ
と
ピ
ン
ダ
l
の
説
を
受
け
て
、
世
代
論

に
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
の
考
え
を
導
入
し
た
。
た
だ
し
彼

は
特
に
ピ
ン
ダ
l
に
つ
い
て
、
世
代
の
成
立
に
関
し
て
生
物
学
的
な
ア

ナ
ロ
ジ
ー
に
依
拠
し
「
社
会
的
要
因
」
を
考
慮
に
入
れ
な
か
っ
た
点
を

一一． 
一

批
判
し
、
「
生
物
学
的
リ
ズ
ム
」
と
い
え
ど
も
「
社
会
的
事
象
と
い
う

領
域
の
中
で
そ
の
力
を
発
現
さ
せ
る
は
ず
」
で
あ
り
、
社
会
的
要
因
を

ま
っ
た
く
無
視
し
て
「
す
べ
て
を
生
命
的
要
因
か
ら
」
引
き
だ
そ
う
と

す
る
試
み
に
注
意
を
促
し
て
い
る
（
沼
自
ロ
Y
2
5
5
N
∞L
8
0∞H
一九

七
六
日
二
ハ
三
｜
六
）
。
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こ
こ
で
気
づ
く
こ
と
は
、
マ
ン
ハ
イ
ム
や
二
次
文
献
も
明
示
し
て
い

な
い
が
、
彼
の
時
点
で
表
現
が
「
同
時
的
な
も
の
の
非
同
時
性
」
か
ら

「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
へ
と
転
じ
、
力
点
が
非
同
時
性
か
ら

同
時
性
へ
移
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
村
上
（
二
O
二
一
日
六
二

i
七）

は
、
二

O
世
紀
初
頭
ド
イ
ツ
語
圏
で
の
世
代
論
の
隆
盛
の
背
景
に
青
年

神
話
が
あ
り
、
マ
ン
ハ
イ
ム
の
世
代
論
に
も
新
旧
世
代
を
峻
別
す
る
青

年
中
心
主
義
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
が
、
社
会
の
急
速
な
変
化
に

よ
っ
て
世
代
聞
の
差
異
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
コ
ゼ
レ
ッ
ク
ら
も
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
を
受
け
継

ぎ
、
ピ
ン
ダ
ー
に
よ
る
非
同
時
性
の
発
見
か
ら
、
そ
う
し
た
差
異
の
存

在
を
前
提
と
し
た
上
で
同
時
性
を
認
識
す
る
考
え
へ
と
移
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
マ
ン
ハ
イ
ム
（
沼
田
口
ロ
F
o
g
H
S
F
Z七
日
一
九
七
六
二
ヱ
ハ

｜
九
）
は
、
人
間
の
諸
能
力
の
発
展
に
は
技
術
的
・
科
学
的
知
識
と
道

徳
的
・
社
会
的
力
と
の
聞
の
「
一
般
的
不
均
衡
」
と
、
合
理
性
や
道
徳

性
に
関
す
る
集
団
や
階
層
ご
と
の
「
社
会
的
不
均
衡
」
の
二
つ
の
不
均

衡
が
あ
る
と
主
張
し
、
そ
こ
に
異
な
る
発
展
段
階
の
共
存
を
示
す
表



非同時的なものの何時性

現
と
し
て
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
を
与
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、

社
会
の
発
展
段
階
の
差
異
と
結
び
つ
け
る
時
代
診
断
と
し
て
の
用
法
で

あ
る
。
何
時
期
に
「
誰
も
が
同
じ
今
（
田
市
－
Z凹
』

0
5）
の
中
に
い
る
わ

け
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
ナ
チ
ス
の
台
頭
し
た
同
時
代
ド
イ
ツ
の
状
況

を
「
非
同
時
代
性
（
ロ
ロ
mmanyNOEmwac
」
と
評
し
た
E
・
ブ
ロ
ツ
ホ

（
盟
宮
町
ロ
8
2
E
S
H
8
E
N
C
A
P
E
S
H
一
九
九
四
二
ハ
一
｜
二
五
六
、

一
二
五
）
）
が
お
り
、
彼
は
そ
こ
で
同
時
代
に
見
ら
れ
る
「
様
々
な
非

同
時
代
性
」
、
「
非
同
時
代
的
」
な
残
浮
や
矛
盾
に
言
及
し
、
社
会
の
非

同
時
性
H
非
同
時
代
性
を
主
張
し
た
。
プ
ロ
ッ
ホ
自
身
は
「
同
時
的
な

も
の
の
非
同
時
性
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
な
い
が
、
こ
の
概
念
を

提
起
し
た
先
駆
に
も
数
え
入
れ
ら
れ
（
氏
・

2
0－g
N
g
w
E目
白
2
8

NCC品川
Nア∞一切
B
E
N
2
0日
目
印
一
同
国
4
8
2
m
y編
N
S
o
n
g－
C）
、
マ
ン
ハ

イ
ム
の
第
二
の
用
法
と
合
わ
せ
て
、
こ
の
概
念
が
現
代
の
時
代
診
断
を

一
不
す
概
念
と
し
て
一
般
に
広
ま
る
こ
と
に
寄
与
し
た
。

世
代
論
に
加
え
て
時
代
診
断
と
し
て
の
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時

性
」
は
、
文
芸
や
広
告
に
も
浸
透
し
現
代
ま
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

他
方
で
ブ
ロ

l
ゼ
（
∞
吉
田
ONECHUω
切
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
マ
ル

ク
ス
主
義
に
依
拠
し
た
ブ
ロ
ッ
ホ
的
な
「
非
同
時
代
性
」
の
強
調
は
、

も
は
や
誰
し
も
「
時
代
の
高
み
」
に
位
置
し
え
な
い
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア

ル
の
時
代
に
お
い
て
、
ま
さ
に
時
代
に
適
さ
な
い
と
見
な
さ
れ
る
よ
う

に
も
な
っ
た
。
特
に
「
非
同
時
代
性
」
の
主
張
に
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

を
見
る
W
・
シ
ェ

1
フ
ア

1

3
吾
氏
。
門
店
主
U
H
N
ム
）
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
史
の
時
代
に
は
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
と
い
っ
た
西
洋
中

心
主
義
的
な
価
値
基
準
の
下
で
文
化
を
時
間
的
に
格
付
け
す
る
表
現

は
相
応
し
く
な
い
と
批
判
し
、
ル

1
マ
ン
（
E
v
g自ロ

5
8
n
s’E
。）

を
引
い
て
「
河
時
性
と
は
非
歴
史
的
な
所
与
で
は
な
く
、
一
つ
の
歴
史

的
な
獲
得
物
で
あ
る
」
と
注
記
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
世
代
論
と
時
代
診
断
の
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時

性
」
の
問
題
点
と
し
て
、
ど
の
視
点
か
ら
そ
の
「
同
時
性
」
と
「
非
同

時
性
」
を
析
出
す
る
の
か
が
浮
上
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
非
同
時
的
な

も
の
の
同
時
性
」
の
観
察
者
と
そ
の
視
点
の
問
題
と
言
え
る
。
特
に
社

会
の
発
展
段
階
と
結
び
つ
け
る
時
代
診
断
の
用
法
に
批
判
も
寄
せ
ら
れ

て
き
た
。

た
だ
し
、
こ
の
概
念
は
そ
の
後
、
「
出
来
事
」
や
「
シ
ス
テ
ム
」
と

結
び
つ
け
ら
れ
る
中
で
、
「
同
時
性
」
や
「
非
同
時
性
」
が
示
す
時
間

性
に
複
数
の
軸
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
よ
り
明
確
に
さ
れ
、
観
察
者
の

視
点
の
問
題
に
も
踏
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
歴
史
的

意
味
論
と
社
会
シ
ス
テ
ム
理
論
に
お
け
る
展
開
を
順
に
見
て
い
く
。
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四

歴
史
的
意
味
論
・
歴
史
的
時
間
論
に
お
け
る
出
来
事
の

時
間
性
の
問
題
化

「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
を
出
来
事
の
複
数
の
時
間
性
と
結

び
つ
け
、
時
間
的
な
経
験
様
相
と
し
て
よ
り
一
般
的
な
文
脈
で
用
い
た

の
が
コ
ゼ
レ
ッ
ク
の
歴
史
的
意
味
論
で
あ
り
、
こ
の
概
念
が
そ
の
後
人

文
・
社
会
科
学
で
応
用
さ
れ
る
一
助
と
な
っ
た
。
そ
の
歴
史
的
意
味
論

に
お
け
る
展
開
を
見
た
上
で
、
そ
れ
と
関
連
す
る
歴
史
的
時
間
論
と
社

会
シ
ス
テ
ム
理
論
の
中
で
同
時
性
と
非
同
時
性
の
観
察
者
の
視
点
と
い

う
問
題
系
に
立
ち
入
っ
て
い
る
議
論
へ
と
進
む
こ
と
と
す
る
。

歴
史
的
意
味
論
に
お
け
る
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」

の
展
開

コ
ゼ
レ
ッ
ク
は
歴
史
的
意
味
論
の
中
で
、
出
来
事
の
連
関
そ
の
も
の

と
そ
の
記
述
と
の
双
方
を
指
す
二
つ
の
「
歴
史
」
に
言
及
し
、
そ
の
二

重
の
歴
史
に
関
わ
る
三
つ
の
「
時
間
的
な
経
験
様
相
」
の
一
つ
に
「
非

向
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
を
挙
げ
て
い
る
。
コ
ゼ
レ
ツ
ク
（
問
。

E
’

g
n
w
g
a
R
N
H
F
E芯
H
E
N
G）
に
よ
れ
ば
、
第
一
の
時
間
的
な
経
験

様
相
は
、
何
ら
か
の
出
来
事
が
生
じ
た
際
に
そ
の
以
前
と
以
後
が
分
断

さ
れ
る
「
出
来
事
の
不
可
逆
性
」
で
あ
り
、
第
二
に
出
来
事
ど
う
し
の

四

特
徴
づ
け
に
同
一
性
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
出
来
事
・
が
反
復
し
た
と
見

な
さ
れ
る
「
出
来
事
の
反
護
可
能
性
」
で
あ
り
、
そ
し
て
第
三
に
同
じ

自
然
的
な
時
系
列
の
下
で
も
異
な
っ
た
歴
史
的
な
継
起
が
存
在
す
る
と

い
う
意
味
で
の
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
で
あ
る
。
そ
の
歴
史

的
な
継
起
の
中
に
は
、
行
為
の
担
い
手
や
持
続
の
状
態
に
応
じ
て
測
ら

れ
る
様
々
な
「
時
間
層
」
と
、
未
来
を
先
取
り
す
る
予
測
な
ど
を
伴
、
っ

様
々
な
「
時
間
の
広
が
り
」
が
含
ま
れ
る
。
そ
し
て
以
上
の
三
つ
の
時

間
的
な
経
験
様
相
が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
「
進
歩
」
「
退
廃
」
「
加
速
」
「
遅

延
」
「
未
だ
な
い
と
最
早
な
い
」
「
先
後
」
「
性
急
と
遅
滞
」
「
状
況
と
持

続
期
間
」
と
い
っ
た
概
念
も
形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
コ
ゼ
レ
ッ
ク
は
、
「
非
同
時
的
な
も
の
の
何
時
性
」

と
そ
の
「
非
同
時
性
」
の
契
機
の
産
出
の
基
礎
に
歴
史
的
な
「
出
来

事
」
を
据
え
て
い
る
。
彼
は
歴
史
的
な
時
間
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
自
然
的
な

時
間
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
前
提
と
し
つ
つ
も
自
然
的
な
時
系
列
と
は
異
な
る

時
間
リ
ズ
ム
を
も
ち
、
自
然
時
間
を
考
慮
す
る
中
で
も
「
《
歴
史
的
》

な
最
小
時
間
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
（
向

h
N
Z羽
田
最
小
時
間
に
関
し

て
は
ジ
ン
メ
ル
（
2
5
g巳
E
E
H
N＠
日
一
九
七
五
二
一
五
一
）
を
引
き

な
が
ら
、
歴
史
的
な
時
間
系
列
に
も
「
細
分
化
の
闇
値
」
が
あ
り
、
そ

の
「
最
小
限
の
以
前
と
以
後
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
意
味
単
位

3
5
5
5
Z
U）
」
と
し
て
の
「
出
来
事
」
が
歴
史
の
最
小
時
間
を
形
成

し
て
い
る
と
説
く
（
同
g
a
g
n
r
s
a
w
g
y
E道
二
色
）
。
そ
し
て
出
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来
事
は
、
生
じ
る
連
関
の
中
で
一
つ
の
「
物
語
の
意
味
地
平
」
を
構
成

す
る
が
、
他
方
で
そ
れ
を
「
記
述
」
す
る
段
に
な
る
と
、
出
来
事
の
連

続
の
最
中
に
は
浮
上
し
て
こ
な
い
よ
り
長
期
的
な
持
続
を
示
す
「
構

造
」
が
立
ち
現
れ
て
く
る
。
そ
の
意
味
で
、
「
出
来
事
と
構
造
と
は
歴

史
的
な
運
動
の
経
験
空
間
の
中
で
異
な
っ
た
時
間
的
な
広
が
り
を
も
っ

て
」
お
り
、
そ
れ
が
歴
史
学
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
（
同

g包
Z
n
r

Hゆ
斗

ωσ

一印。
Hω
）。

し
た
が
っ
て
コ
ゼ
レ
ッ
ク
は
、
歴
史
的
な
経
験
様
相
と
し
て
の
「
非

同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
が
、
同
じ
「
出
来
事
・
」
が
同
じ
自
然
的
な

系
列
の
下
で
「
壁
史
」
の
異
な
る
系
列
に
繰
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
成

立
す
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
彼
の
場
合
、
「
同
時
性
」
の
契

機
は
「
自
然
的
な
時
系
列
」
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
他
方
で
出
来
事
が

繰
り
入
れ
ら
れ
る
様
々
な
時
間
層
や
時
間
の
広
が
り
を
産
出
す
る
機
制

が
必
ず
し
も
白
明
で
は
な
い
。

し
か
し
こ
の
間
題
に
は
、
こ
れ
ま
で
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」

を
め
ぐ
る
研
究
で
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
コ
ゼ
レ
ッ
ク
以
前
の
歴

史
的
時
間
論
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

歴
史
的
時
間
論
に
お
け
る
ニ
つ
の
時
間
原
理

デ
ィ
ル
タ
イ
は
世
代
の
同
時
性
を
体
験
の
共
有
と
結
び
つ
け
、
ピ
ン

ダ

1
は
時
代
が
あ
く
ま
で
そ
の
時
代
の
様
式
と
し
て
体
験
さ
れ
る
と
説

四

い
た
が
、
時
代
を
画
す
る
も
の
と
し
て
の
様
式
に
注
目
し
た
の
が
近
代

美
術
史
で
あ
り
、
そ
こ
に
歴
史
的
時
間
と
世
代
の
問
題
を
結
び
つ
け
て

論
じ
た
の
が
E
・
パ
ノ
フ
ス
キ
l
（3
5
E
q
E
N
N
3
E諮
れ
一
九
九
四
）

で
あ
る
。

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
そ
の
補
遣
を
「
歴
史
的
（
文
化
）
時
間
」
と
「
天

文
学
的
（
自
然
）
時
間
」
の
相
違
と
い
う
「
美
術
史
家
に
と
っ
て
本
能

的
に
自
明
な
事
実
」
か
ら
始
め
、
歴
史
家
に
と
っ
て
年
号
は
単
な
る
地

球
の
公
転
回
数
で
は
な
く
特
定
の
「
出
来
事
」
や
「
文
化
特
性
」
に
特

徴
づ
け
ら
れ
た
時
点
を
意
味
し
、
歴
史
的
時
間
と
歴
史
的
空
間
は
そ
れ

ぞ
れ
継
起
と
並
列
の
相
で
「
意
味
統
一
（
巴

S
O
S
Z
Rど
を
、
特
に

美
術
史
に
お
い
て
は
「
様
式
統
一

G
E
m－
吾
岳
）
」
を
な
し
て
い
る
と

い
う
（
同
日
話

sgH八
四
l
六）
0

さ
ら
に
彼
は
、
美
術
史
家
に
と
っ

て
直
接
的
な
所
与
は
個
々
の
芸
術
作
品
だ
け
で
あ
り
、
そ
う
し
た
作
品

が
韓
り
入
れ
ら
れ
る
一
定
の
歴
史
的
時
間
と
歴
史
的
空
間
の
枠
内
に
あ

る
「
基
準
系
」
と
し
て
の
個
人
や
集
団
、
世
代
の
「
様
式
」
が
意
味
連

関
と
し
て
ご
次
秩
序
」
を
な
し
、
美
術
史
全
体
の
時
間
秩
序
は
あ
く

ま
で
事
後
的
な
「
二
次
秩
序
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
箇
所
の
注

記
で
、
歴
史
的
空
間
を
軽
視
し
た
と
し
つ
つ
も
ジ
ン
メ
ル

3
－E
g
o－

E
E
H
一
九
七
五
）
に
同
じ
考
え
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
パ
ノ
フ

ス
キ
1
（3
5
E
Q
E
N刊
百
BNH
一
九
九
四
日
八
七
i
九
）
は
、
同
時

性
に
も
「
自
然
的
同
時
性
」
と
「
歴
史
的
同
時
性
」
の
違
い
が
あ
り
、
「
客
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観
的
に
同
時
的
な
も
の
に
お
け
る
歴
史
的
な
非
同
時
性
」
や
そ
の
反
対

を
見
出
し
う
る
と
ま
と
め
て
い
る
。

パ
ノ
フ
ス
キ
l
の
考
え
で
は
、
歴
史
的
時
間
の
下
で
は
継
起
の
相
に

置
か
れ
た
出
来
事
が
意
味
単
位
を
な
し
、
美
術
史
で
は
そ
れ
が
様
式
と

し
て
、
歴
史
的
空
間
と
併
せ
て
美
術
史
の
一
次
秩
序
を
形
成
し
て
い
刻
。

こ
こ
で
康
史
的
時
間
の
「
同
時
性
」
と
「
非
同
時
性
」
は
共
に
意
味
単

位
と
し
て
の
様
式
の
産
物
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
画
定
は
美
術
史
家
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
彼
は
、
歴
史
的
な
同
時
性
と
非
同
時
性
を
共
に
自
然
的
時
間

と
対
比
さ
せ
、
歴
史
や
美
術
史
全
体
の
時
間
秩
序
を
事
後
的
に
見
出
さ

れ
る
二
次
秩
序
と
見
な
し
た
。
量
的
な
自
然
的
時
間
と
質
的
な
歴
史
的

時
間
の
単
純
な
対
比
は
、
社
会
的
時
間
の
同
様
の
規
定
に
対
す
る
批
判

を
も
思
い
起
こ
さ
せ
る
（
門
戸
〉

E
g
g
g
n
g令
H

一
九
九
七
日
一

O
入

｜
一
四
）
。

他
方
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
や
コ
ゼ
レ
ッ
ク
が
言
及
し
た
ジ
ン
メ
ル
（
巴
5
・

g
巳
巴
民
一
ω。
日
一
九
七
五
日
二
五
二
）
は
、
「
生
じ
る
こ
と
（
の
g
n
v
§
g）」

が
い
か
に
し
て
「
歴
史
（
の
gny品

nzm）
」
に
な
る
の
か
を
問
う
中
で

歴
史
学
自
体
に
時
間
に
関
わ
る
二
重
の
原
理
を
見
出
し
て
い
る
。
彼
は

出
来
事
を
歴
史
の
時
間
体
系
内
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
も
、
ま
ず
そ
の

内
容
が
「
事
象
的
（
田
谷
E
n
v）
」
「
無
時
間
的
（
N

岳
宮
田
）
」
に
「
理
解
」

き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「
無
時
間
的
な
理
解
に
基
づ
い
て
そ
の
内
容

が
時
開
化
さ
れ
る
と
き
、
歴
史
的
な
も
の
と
な
る
」
と
言
う
（
同

L
N

H

二
三
六
l
七
）
。
こ
こ
で
歴
史
的
な
出
来
事
は
、
内
容
の
理
解
（
事
象

次
元
で
の
規
定
）
と
時
系
列
上
へ
の
位
置
づ
け
（
時
間
次
元
で
の
規
定
）

の
双
方
が
作
用
し
合
っ
て
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、

こ
こ
で
は
内
容
の
「
無
時
間
的
な
理
解
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
歴
史

的
な
「
出
来
事
e

」
そ
れ
自
体
も
意
味
の
「
単
位
」
と
し
て
一
定
の
「
時

間
の
広
が
り
」
と
、
そ
れ
以
上
分
解
す
る
と
歴
史
的
な
出
来
事
と
し

て
の
個
別
性
を
失
う
「
細
分
化
の
閥
値
」
と
を
も
ち
、
そ
う
し
た
個

別
性
に
よ
っ
て
歴
史
上
の
他
の
出
来
事
と
の
「
先
後
」
関
係
を
示
し

て
い
る
と
す
る
（
同
日
回
目

g
H二
五
O
l
二
）
。
つ
ま
り
E
・
ト
レ
ル
チ

3
5
0
－zn
v
E弓日
ω
お
ふ
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
ジ
ン
メ
ル

は
歴
史
的
な
出
来
事
の
個
別
性
に
つ
い
て
、
時
系
列
上
で
の
「
時
間
的

確
定
に
よ
る
個
別
化
」
と
、
「
内
的
な
連
続
性
と
意
味
統
一
を
理
解
し

て
把
握
す
る
こ
と
に
よ
る
個
別
化
」
と
い
う
こ
つ
の
個
別
化
の
原
理
を

関
わ
ら
せ
、
そ
の
「
時
間
測
定
的
な
時
間
」
と
「
歴
史
的
時
間
」
と
い

う
「
二
つ
の
時
間
概
念
」
を
共
に
用
い
る
こ
と
で
の
み
歴
史
学
は
成
立

す
る
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
時
間
概
念
の
対
比
は
ベ
ル
ク
ソ

ン
の
考
察
も
想
起
さ
せ
る
が
、
ジ
ン
メ
ル
は
両
者
の
関
わ
り
を
「
認
識

論
的
に
解
消
し
え
な
い
も
の
と
見
な
し
て
い
た
」
。
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ト
レ
ル
チ
の
説
明
で
は
ジ
ン
メ
ル
の
歴
史
的
時
間
論
も
自
然
的
時
間

と
の
対
比
に
基
づ
く
印
象
を
与
え
る
が
、
む
し
ろ
歴
史
的
時
間
に
お
け



る
出
来
事
の
時
間
次
元
と
時
系
列
と
の
相
互
的
規
定
と
捉
え
う
る
。
先

の
コ
ゼ
レ
ッ
ク
は
そ
う
し
た
二
重
の
時
間
性
を
、
歴
史
が
物
語
ら
れ
る

際
の
出
来
事
の
時
間
と
、
そ
れ
が
記
述
さ
れ
る
際
の
構
造
の
時
間
と
の

違
い
と
言
い
表
し
て
い
た
。
そ
れ
を
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」

の
考
え
に
照
ら
す
と
、
同
じ
出
来
事
が
同
時
に
複
数
の
異
な
る
時
系
列

や
構
造
に
、
ま
た
異
な
る
時
間
性
を
も
っ
複
数
の
出
来
事
が
同
時
に
同

じ
時
系
列
や
構
造
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
理
解
し
う
る
。

以
上
、
歴
史
的
意
味
論
と
歴
史
的
時
間
論
で
示
さ
れ
た
の
は
、
出
来

事
の
時
間
性
を
析
出
し
、
そ
れ
を
よ
り
長
い
時
系
列
や
構
造
に
位
置
づ

け
る
、
そ
う
し
た
観
察
者
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
る
「
非
同
時
的
な
も
の

の
同
時
性
」
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
そ
れ
を
見
出
す
観
察
者
は
、
お
よ
そ

歴
史
学
に
携
わ
る
者
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
観
察
者
参
二
般
化
し
、

よ
り
広
く
社
会
的
な
領
域
に
適
用
し
た
の
が
、
ル
l
マ
ン
の
社
会
シ
ス

テ
ム
理
論
で
あ
る
。

非同時的なものの同時性

五

社
会
シ
ス
テ
ム
理
論
に
お
け
る

観
察
者
の
問
題
化

「
非
同
時
性
」
の

ル
1
マ
ン
に
よ
る
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
の
考
え
の
基
礎

に
は
、
シ
ス
テ
ム
の
環
境
か
ら
の
分
出
が
「
シ
ス
テ
ム
固
有
の
時
間
」

の
分
出
を
伴
い
（
F
吾
s
gロ
冨
∞
丹

N
gム
H
二
O
二
O
上
日
二
五
O
）、「時

聞
と
は
観
察
者
に
よ
る
構
築
物
で
あ
る
」
（
F
E
Y
S
Bロ
E
S
L
E）
と

す
る
、
時
間
を
シ
ス
テ
ム
相
対
的
な
も
の
と
捉
え
る
時
間
論
が
あ
る
。

そ
こ
で
ル
l
マ
ン
は
シ
ス
テ
ム
が
分
出
に
伴
っ
て
自
身
に
固
有
の
時

間
を
産
出
す
る
中
で
、
自
由
に
な
ら
な
い
の
が
環
境
と
の
「
同
時
性
」

で
あ
り
、
そ
の
同
時
性
と
い
う
時
間
関
係
こ
そ
が
シ
ス
テ
ム
に
と
っ
て

リ
ア
リ
テ
ィ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
言
う
（
同
一
色
）
。
彼
は
こ
の
環

境
と
の
不
可
避
的
な
同
時
性
か
ら
、
「
生
じ
る
も
の
は
す
べ
て
同
時
に

生
じ
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
シ
ス
テ
ム
の
時
間
性
に
関
す
る
議
論
の
出

発
点
と
し
、
「
同
時
性
は
あ
ら
ゆ
る
時
間
性
に
対
し
て
あ
ら
か
じ
め
与

え
ら
れ
て
い
る
基
礎
事
実
で
あ
る
」
と
見
な
し
て
い
る
（
同
一
器
）
。
そ

し
て
リ
ア
リ
テ
ィ
の
基
礎
と
し
て
の
同
時
性
と
い
う
見
解
を
別
様
に
表

現
し
た
も
の
と
し
て
、

J
H
J
・
ル
ソ

l
a
0
5
8
2
5詔
一
同
志
や
叶

H

二
O
一
二
日
一
二
ハ
）
が
サ
ン
・
ピ
エ

l
ル
島
の
湖
畔
で
波
音
を
聴

、、

く
だ
け
で
存
在
の
喜
び
を
感
じ
た
と
い
う
「
無
為
志
『
誌
な
お
な
ご
や
「
時

間
を
感
じ
さ
せ
な
い
状
態
」
の
体
験
と
、
上
述
シ
ユ
ツ
ツ
の
「
共
に
年

を
と
る
こ
と
」
を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
同
時
牲
は
、
意
味
の
水
準
で
言
え
ば
時
間
的
な
差
異
が
な
い

こ
と
を
指
し
、
そ
れ
ゆ
え
何
か
と
別
の
何
か
の
間
で
時
間
的
な
差
異
が

な
い
こ
と
を
示
す
た
め
に
事
象
的
な
差
異
を
必
要
と
す
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
は
「
シ
ス
テ
ム
理
論
的
に
表
現
す
れ
ば
同
時
性
が
シ
ス
テ
ム
と
環

境
の
分
化
の
一
つ
の
側
面
で
あ
り
、
そ
の
分
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の

101 



で
あ
る
」
こ
と
を
意
味
し
、
「
そ
う
し
た
差
異
が
開
け
る
こ
と
で
初
め
て
、

シ
ス
テ
ム
と
環
境
が
同
時
（
包

o
w
z
s
E
に
世
界
の
中
へ
と
置
か
れ

る
こ
と
に
な
る
」
（
同
一
翠
）
。
こ
こ
で
「
同
時
性
」
は
、
自
身
と
外
部

の
区
別
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
働
き
に
不
可
避
的
に
随
伴
し
、
か
つ
何
ら

か
の
集
合
体
や
統
一
体
の
内
部
に
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
外
部
と
の
関

わ
り
の
中
で
体
験
さ
れ
る
と
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
同
時
性
を
前
提
と
し
た
上
で
、
ど
の
よ
う
に
時
間
的
な
差
異
、

非
同
時
性
が
生
じ
て
く
る
の
か
。
そ
れ
を
ル

l
マ
ン
（
同
一

5
0）
は
「
観

察
者
」
の
問
題
と
見
な
し
、

G
・
ス
ベ
ン
サ
l
H
ブ
ラ
ウ
ン
か
ら
取
り

入
れ
た
二
側
面
形
式
的
な
「
区
別
」
と
「
指
し
示
し
」
の
概
念
を
用
い

て
論
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
あ
ら
ゆ
る
観
察
者
は
、
ひ
と
つ
の
区
別
と
、

区
別
さ
れ
た
も
の
の
一
方
の
（
そ
し
て
他
方
の
で
は
な
い
）
側
の
指
し

示
し
と
を
必
要
と
す
る
」
。
区
別
に
は
区
別
さ
れ
た
も
の
の
両
側
を
区

切
る
境
界
が
あ
り
、
境
界
を
隔
て
て
両
側
が
「
同
時
」
に
与
え
ら
れ
て

い
る
が
、
観
察
は
あ
く
ま
で
一
度
に
一
側
面
の
み
「
指
し
示
す
」
も
の

で
あ
り
、
同
時
に
両
側
を
指
し
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
そ
の
場
合
に

は
差
異
が
無
効
と
な
っ
て
し
ま
う
）
。
し
た
が
っ
て
、
区
別
さ
れ
た
も
の

の
事
象
的
な
差
異
を
確
認
し
う
る
「
境
界
の
横
断
」
に
は
、
一
つ
の
「
作

動
」
つ
ま
り
時
聞
が
必
要
と
さ
れ
る
。
シ
ス
テ
ム
理
論
的
に
は
、
生
じ

る
や
否
や
消
滅
す
る
「
出
来
事
」
と
し
て
の
「
作
動
」
に
よ
っ
て
、
シ

ス
テ
ム
は
自
身
と
環
境
の
区
別
を
行
い
、
そ
の
作
動
の
回
帰
的
な
ネ
ツ

ト
ワ
l
ク
化
が
シ
ス
テ
ム
固
有
の
時
間
性
を
産
み
出
す
。
さ
ら
に
そ
の

時
間
性
を
観
察
す
る
区
別
の
基
礎
に
も
、
生
じ
て
い
る
他
の
物
事
と
の

同
時
性
が
伴
わ
れ
て
お
り
、
時
間
に
関
わ
る
区
別
は
、
以
前
と
以
後
、

過
去
と
未
来
と
い
っ
た
非
同
時
的
な
も
の
を
生
み
出
す
が
、
そ
う
し
た

今
な
ら
ざ
る
も
の
も
今
に
お
い
て
の
み
扱
わ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
時

間
は
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
と
い
う
パ
ラ
ド
ク
ス
と
し
て
構

成
さ
れ
る
（
向
日

5
5
0
こ
こ
で
ル

l
マ
ン
は
、
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
時

間
の
産
出
の
根
底
に
こ
の
パ
ラ
ド
ク
ス
が
あ
り
、
時
間
的
な
区
別
の
導

入
に
よ
っ
て
そ
れ
が
展
開
さ
れ
不
可
視
化
さ
れ
る
と
主
張
す
る
。
そ
の

時
間
的
な
区
別
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
構
造
に
適
応
し
う
る
仕
方
で
選

択
さ
れ
、
そ
う
し
た
時
間
関
係
の
歴
史
的
な
変
化
に
関
す
る
研
究
を
進

め
て
き
た
の
が
歴
史
的
意
味
論
で
あ
る
と
し
て
、
特
に
コ
ゼ
レ
ツ
ク
を

参
照
指
示
し
て
い
る
（
同

L
E百
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こ
の
よ
う
に
ル

l
マ
ン
は
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
を
シ
ス

テ
ム
一
般
に
拡
大
し
、
「
何
時
性
」
が
シ
ス
テ
ム
の
内
外
の
区
別
に
よ
っ

て
産
み
出
さ
れ
、
そ
の
区
別
と
同
時
性
に
基
づ
く
観
察
に
よ
っ
て
「
非

同
時
性
」
が
見
出
さ
れ
る
と
説
い
た
。
非
同
時
性
も
ま
た
、
環
境
と
の

同
時
性
に
拘
束
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
現
在
の
作
動
の
下
、
自
身
や
環
境

の
状
態
を
時
間
的
な
区
別
で
指
し
示
す
こ
と
で
観
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

環
境
に
他
の
シ
ス
テ
ム
が
見
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、
ル

l
マ
ン
が
時
間

論
の
出
発
点
と
し
た
テ
l
ゼ
を
転
じ
て
、
「
同
時
に
作
動
す
る
も
の
は



す
べ
て
非
同
時
的
に
作
動
す
る
」
と
も
言
え
る
。
ル

1
マ
ン
自
身
そ
こ

に
作
動
上
で
は
自
己
言
及
的
に
閉
じ
た
シ
ス
テ
ム
ど
う
し
の
「
構
造
的

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」
の
意
義
を
見
て
い
る
（
同
一
H
O
N－

ω）。

．」F

J、
ま
と
め

非同時的なものの同時性

「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
の
展
開
の
中
で
、
デ
イ
ル
タ
イ
は

体
験
の
共
有
と
結
び
つ
く
同
時
性
を
世
代
に
見
出
し
、
ピ
ン
ダ
l
は

一
見
す
る
と
同
時
的
な
も
の
の
中
に
様
式
と
結
び
つ
く
非
同
時
的
な

も
の
が
多
数
含
ま
れ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
そ
れ
が
ピ
ン
ダ
l
の
表
現

で
「
同
時
的
な
も
の
の
非
同
時
性
」
で
あ
っ
た
。
「
非
同
時
性
」
の
発

見
も
、
ピ
ン
ダ
l
が
「
歴
史
的
時
間
の
概
念
」
の
「
相
対
性
」
（
E
E
2

5
8
H
B
H
一
九
一
一
一
一
一
二
四
三
）
と
述
べ
た
よ
う
に
相
対
性
理
論
の
影

響
科
、
プ
ロ
ッ
ホ
に
顕
著
な
よ
う
に
近
代
化
の
反
省
と
い
う
側
面
も
考

え
ら
れ
る
。
近
代
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
に
よ

る
同
時
性
の
拡
張
が
、
非
同
時
性
の
認
識
を
も
呼
び
起
こ
し
た
と
言
え

る
。
後
の
コ
ゼ
レ
ッ
ク
や
ル

1
マ
ン
は
近
代
社
会
に
お
け
る
「
概
念
の

時
間
化
」
（
問
。
∞
色
2
w
戸
当
巴

N
S
S
や
「
複
雑
性
の
時
間
化
」
（

E
y
g
gロ

呂
∞
？
留
中
包
C
H
二
O
一
一
一
一
一
一
七
i
七
七
）
を
提
起
し
、
ま
た
コ
ゼ

レ
ッ
ク
は
進
歩
／
退
廃
や
加
速
／
遅
延
が
近
代
に
成
立
し
た
歴
史
的
概

念
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
（
同

go
－－R
r
E
a曲目
N
N
Y

昌
司
L
B）、

そ
う
し
た
進
歩
／
退
廃
や
加
速
／
遅
延
が
社
会
で
認
識
さ
れ
た
こ
と
も

ま
た
、
こ
の
同
時
性
拡
張
の
効
果
と
見
な
し
う
る
（
旦
∞

s
g編
N
g品川

∞一切円。由。
N
C
H
C
一切切∞，。。）。

し
た
が
っ
て
、
時
間
の
社
会
学
が
古
典
的
な
研
究
以
来
定
－

Ft

B
Eロ
自
己
冨
σ
2
0ロ
冨
ω
N
S叶
’
∞
）
、
共
通
の
ク
ロ
ッ
ク
タ
イ
ム
と
カ
レ

ン
ダ
ー
が
社
会
の
機
能
分
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
る
異
な
る

地
域
・
領
域
間
で
の
交
慌
の
拡
大
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
て
き
た
と
主
張

し
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
概
念
も
ま
た
、
他
な
ら
ぬ
コ
ゼ
レ
ッ
ク
や

ル
i
マ
ン
の
言
う
近
代
社
会
に
特
有
の
、
つ
ま
り
機
能
分
化
し
た
近
代

社
会
の
社
会
構
造
と
相
関
す
る
時
間
的
な
意
味
論
の
一
っ
と
も
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
マ
ン
ハ
イ
ム
以
降
は
「
非
同
時
的
な
も
の

の
同
時
性
」
と
言
い
換
え
ら
れ
、
さ
ら
に
社
会
の
発
展
段
階
と
結
び
つ

け
て
時
代
診
断
の
中
で
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
世
代
論
の
時
点
で
は
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
「
同
時

性
」
と
「
非
同
時
性
」
を
見
出
す
の
か
と
い
う
、
観
察
者
の
問
題
を
明

示
化
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
点
に
時
代
診
断
の
用
法
が
「
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
」
と
批
判
さ
れ
る
ゆ
え
ん
も
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
歴
史
的

意
味
論
や
歴
史
的
時
間
論
が
出
来
事
と
結
び
つ
く
複
数
の
時
間
性
を
指

摘
す
る
中
で
歴
史
学
の
視
点
の
問
題
と
し
て
示
唆
さ
れ
、
そ
し
て
時
間

を
「
観
察
者
に
よ
る
構
築
物
」
と
す
る
ル
l
マ
ン
の
社
会
シ
ス
テ
ム
理

論
に
お
い
て
、
時
間
を
観
察
す
る
観
察
者
の
視
点
の
問
題
と
し
て
一
般
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化
さ
れ
、
時
間
的
な
区
別
を
用
い
て
観
察
を
行
う
際
に
つ
ね
に
縄
伴
す

る
と
見
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

以
上
に
関
連
し
て
、
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
の
概
念
の
系

譜
で
は
、
い
ず
れ
の
議
論
に
お
い
て
も
、
意
味
の
選
択
を
自
己
の
内
部

と
外
部
の
ど
ち
ら
に
帰
属
す
る
か
に
応
じ
て
行
為
と
体
験
と
を
区
別
す

る
と
し
た
場
合
（
え
・
「
与
自
由
ロ
ロ
冨
宅
一

ωω
品
目
印

H

二
O
O
九
二
ニ
七
六
）
、

意
味
の
時
間
次
元
の
中
で
も
、
体
験
の
相
に
お
け
る
時
間
次
元
を
問
題

と
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
従
来
の
時
間
同
の
社
会
学
に
お
い
て
は
主
に

行
為
の
時
間
や
機
能
分
化
し
た
各
シ
ス
テ
ム
の
作
動
に
よ
る
時
閣
の
多

元
性
と
そ
の
協
調
化
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
そ
う
し
た

体
験
の
相
に
お
け
る
時
間
の
非
統
一
性
、
つ
ま
り
体
験
時
間
の
多
元
性

を
「
非
同
時
性
」
と
し
て
問
題
化
し
た
点
に
、
こ
の
概
念
に
よ
る
寄
与

が
あ
る
と
指
摘
し
た
い
。
こ
の
概
念
は
世
代
や
時
代
と
い
う
そ
の
中
に

い
る
者
に
と
っ
て
は
選
択
し
え
な
い
単
位
の
下
で
提
起
さ
れ
、
観
察
者

の
視
点
の
問
題
も
、
こ
の
概
念
が
外
部
か
ら
の
選
択
に
関
わ
る
体
験
の

時
間
を
開
題
と
し
た
か
ら
こ
そ
浮
上
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、

行
為
と
体
験
の
問
で
の
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
も
考
え
う
る
。

最
後
に
関
し
て
は
、
歴
史
的
意
味
論
や
歴
史
的
時
間
論
が
示
し
た
出
来

事
と
構
造
の
時
間
性
の
違
い
、
社
会
シ
ス
テ
ム
理
論
が
示
し
た
作
動
と

観
察
図
式
の
時
間
性
の
違
い
も
関
わ
り
、
さ
ら
な
る
検
討
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
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註（1
）
例
え
ば
鳥
越
（
ニ
O
一
五
日
八
五
l
八
）
を
参
照
。

（2
）
巴

5
2
g∞
い
阿
君
火
〈
uu

一
九
九
六
日
八
｜
九
）
、
〉
骨
ヨ
（
H
S
9

広ゆ

1
2
H
一
九
九
七
日
二
悶
ニ
l
五
、
巴
窓
口

HHEC）
、
口
門
司
（
NCCCH

HH∞’
Nω
日
二
O
O
六
日
二
O
九
｜
一
七
）
な
ど
参
照
。
B
－
ア
ダ
ム
や
J
・

ア
l
リ
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
の
時
代
の
自
然
科
学
の
時
間
概
念
を
暗

に
前
提
と
し
た
社
会
（
科
）
学
の
二
元
論
的
な
時
間
概
念
を
批
判
し
、

自
然
科
学
に
お
け
る
発
展
を
む
し
ろ
参
照
す
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。

特
に
ア
l
リ
は
、
量
子
力
学
か
ら
示
唆
を
受
け
て
「
瞬
間
的
時
間
」
と
、

さ
ら
に
「
氷
河
の
時
間
」
の
考
え
を
提
起
し
て
い
る
（
巴
弓
可

N
S？

お
い
口
。
H

二
O
O
六
二
二
八
｜
三
O
）
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
自

然
科
学
に
由
来
す
る
と
す
る
時
間
概
念
と
既
存
の
社
会
学
に
お
け
る

時
間
概
念
と
の
整
合
性
は
、
今
の
と
こ
ろ
十
分
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

（
3
）
特
に

ω
g
O
W
E
g
a
富
2
Sロ
（
冨
ωツ
巴
∞
）
、
の
R
i
R
V
（
Z
U∞口

HNEω
）
を
参
照
。

（4
）
以
下
、
主
に
d
ロ
包
包
n
Z包
件
前
四
宮
件
の
訳
と
し
て
「
非
同
時
性
」
を
用

ぃ
、
時
代
の
合
意
が
強
い
箇
所
で
「
非
同
時
代
性
」
と
し
た
。
後
述

。－mRロ（
NCC九

F
H
N
V∞
）
は
ロ
。
ロ
円
。
ロ
ZSHMC円g
o

－Qと曲師〕
B
n
F
B’

a
a
qと
い
、
つ
二
つ
の
英
訳
を
挙
げ
て
い
る
。

（5
）
例
え
ば

w
－ム
l
ア
（
冨
g
B
E
S
H
N
ω
ふ
H

一
九
七
回
二
二
四
l



七
）
は
社
会
分
化
に
よ
る
「
時
間
を
め
ぐ
る
競
合
」
に
、
真
木
悠
介
（
真

木
一
九
八
一
日
二
九
五
）
は
「
〈
生
き
ら
れ
る
共
時
性
〉
の
解
体
を
代

位
す
る
〈
知
ら
れ
る
共
時
制
〉
」
に
言
及
す
る
が
、
異
な
っ
た
時
間
性

を
同
時
に
体
験
す
る
こ
と
を
示
す
表
現
は
与
え
て
い
な
い
。

（6
）
H
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
か
ら
受
容
し
た
シ
ユ
ツ
ツ
の
同
時
性
概
念
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
梅
村
（
二
O
二
ハ
）
を
参
照
。

（
7
）
「
非
同
時
的
な
も
の
の
同
時
性
」
の
近
年
の
世
代
論
で
の
一
言
及
と
し
て
、

∞
onw
（NCHAW
凶器
a
E
H
二
O
一
七
二
二
七

i
二
四
）
、
金
子
（
二

O
一
一
二
日
六

l
入
）
が
あ
る
。
伝
統
と
近
代
の
並
存
を
表
す
広
告
の

用
法
は
、
∞

5
8
（N
E
o
n
m
g’g
を
参
照
。
時
代
診
断
に
は
戦
後

日
本
で
も
用
い
ら
れ
（
福
武
・
日
高
一
九
五
二
日
二
八
七

l
八
）
、
統

一
後
ド
イ
ツ
で
も
東
西
格
差
を
指
す
表
現
と
し
て
「
非
同
時
性
」
が

用
い
ら
れ
て
い
る
（
叶
E
R
E
昌
宏
一
日
）
。

（
8
）
A
・
ラ
ン
ト
ヴ
ェ

l
ア
（

F
S円寄与円
N
S
N
N
0・ωC）
は
「
非
同
時

的
な
も
の
の
同
時
性
」
の
単
数
形
の
「
同
時
性
」
に
時
計
時
間
に
基

非同時的なものの同時性

づ
く
西
洋
近
代
的
な
「
ク
ロ
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
」
を
見
出
し
て
い
る
。

（
9
）
前
掲

P
E
S仏
巾
円

E己
凶

5
m
m
o
s
g
編
（
N
E
H）
や
巧
包

g
t編

（N
。］
5
）
は
特
に
コ
ゼ
レ
ツ
ク
の
説
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
叩
）
最
小
時
間
と
い
え
ば
、
知
覚
心
理
学
の
「
見
か
け
の
現
在
」

G
E
H
g

ECCHgu’b
）
や
「
同
時
性
の
窓
」
（
冨
宅
。
ニ

g
w
E’N
N
H

一

九
九
五
二

O
i
二
一
）
が
想
起
さ
れ
る
。

E
・
ベ
ツ
ベ
ル
（
旬
。
官
官
】
一

呂
田
h
N
N
H

一
九
九
五
日
一
一
一
）
は
そ
こ
で
「
同
時
性
の
相
対
性
」

に
も
言
及
し
て
い
る
。

（
日
）
と
こ
ろ
で
R
・ム

l
ジ
ル
（
宮

5
ロ
ロ
S
H］
巴
∞
r
g
N
s
ω
）
は
、
「
様

式
」
が
あ
く
ま
で
後
続
者
が
先
行
者
に
見
出
す
も
の
で
あ
り
、
ニ

O

世
紀
の
「
様
式
の
世
代

a
s
m
o
s
s
gロ
）
」
が
自
分
た
ち
自
身
の
「
世

代
の
様
式
（
の

g
o
g
t。
ロ
師
免
ロ
）
」
を
探
し
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
自
体
が
一
つ
の
問
題
で
あ
る
と
記
し
て
い
た
。

（
ロ
）
磨
（
一
九
九
五
二
二
八
九
｜
四
二

O
）
は
ジ
ン
メ
ル
の
こ
の
二
つ
の

的特
な問
実を
在「
的意
時味
間 に
」内
『在
図的
呆な
の時
実間
在性
白白 L一
時 q

問事
乙象
と的
表時
現問
し忌
て と

る量
ν 史

（
臼
）
ト
レ
ル
チ
（
吋
。
。
－
z
n
y
E
H
N
ω
主
η

）
は
ジ
ン
メ
ル
（
臼

g
g巳
5
5
H

ω。・
H

H

一
九
七
五
日
二
五
二

i
一
一
一
）
に
よ
る
生
の
一
形
式
か
つ
対
立

物
と
い
う
歴
史
把
握
に
へ

l
ゲ
ル
と
の
接
点
を
見
出
し
て
い
る
。
ヘ
ー

ゲ
ル
派
に
関
し
て
い
え
ば
、
「
非
同
時
代
的
な
歴
史
」
や
「
過
去
の
歴
史
」

も
含
め
て
「
す
べ
て
真
の
歴
史
は
同
時
代
（

8
ロ
g
S
3
S
5白
）
の

（
わ
円

ono
口市
W
H
S
］
戸
川
町

N

。ぃ

歴
史
で
あ
る
」
と
断
じ
た
B
・
ク
ロ

l
チ
エ

h
F
a
O
H
一
九
五
二
日
一
六
｜
九
）
の
歴
史
認
識
も
想
起
さ
れ
る
（

8
ロE

Z
S
U
R
B
E
は
ド
イ
ツ
語
版
で
の
mmoロ
dg丘
、
邦
訳
で
は
「
現
代
」

と
訳
さ
れ
て
い
る
）
。

（
日
）
ジ
ン
メ
ル
（
巴
g
B
o－
z
g一
ロ
∞
作
一
九
七
五
二
三
二
｜
四
）
は
無

時
間
的
な
理
解
に
よ
る
印
象
統
一
の
例
と
し
て
、
現
代
ロ

l
マ
の
空
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閥
的
な
視
覚
像
の
下
で
の
様
々
な
「
時
隠
れ
行
時
代
」
の
共
存
を
挙
げ

て
い
る
。

（
日
）
ル
l
マ
ン
（
戸
口
町
ヨ
白
ロ
ロ
呂
志
一

8
E
5
0・吉田
σ・口一ア
NH）
は
こ
の
「
向

時
性
」
と
シ
ス
テ
ム
が
現
在
の
作
動
の
下
で
時
間
を
基
準
に
事
象
・

社
会
次
元
を
考
慮
す
る
「
同
期
化
缶
百
n
v
s
z
g
t
g）
」
を
区
別
し

て
い
る
o
z
s
z
z
c
c
c
c一
ω0・
合
）
、
多
田
（
二

O
一
一
二
日
一
ム
ハ
七

ー
七
八
）
も
参
照
。

（
日
）
他
に

F
C
F
E
E
D
（
邑
∞
伶

ω叶
切
目
二
O
二
O
下
二
一
入
、
三
O
三
（
注

五
回
）

L
S斗
一
色
N

刊
二

O
O九
日
四
八
五
）
な
ど
参
照
。

（
口
）
ピ
ン
ダ
l
の
著
作
と
同
時
期
に
美
学
者
J
・
フ
ォ
ル
ケ
ル
ト
（
〈
。
－

Z
ロ

S
N
m
n
m
k）
も
「
こ
ん
に
ち
で
は
誰
も
が
時
間
の
相
対
性
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。

（時）

コ
ゼ
レ
ッ
ク
は
「
進
歩
」
な
ど
歴
史
的
な
概
念
の
「
時
間
化
」
を
も

た
ら
し
た
諸
概
念
が
一
八
世
紀
半
ば
ご
ろ
か
ら
、
つ
ま
り
彼
の
一
言
う

近
代
へ
の
移
行
期
を
指
す
「
鞍
（
狭
間
）
の
時
代
」
に
形
成
さ
れ
た

と
し
て
い
る
（
図
。
印
OEon－
両
邑
一
日
一
凶
〈
B
H〈口）。

（
四
）
作
動
時
間
と
観
察
時
間
の
区
別
に
関
し
て
は
、

z
a
z
E
C
8
9

お
）
を
参
照
。
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会
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一
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六
月
二

日
、
松
山
大
学
）
で
行
っ
た
研
究
報
告
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
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。

同
報
告
に
際
し
て
有
益
な
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ト
を
し
て
く
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生
方
、
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寧
な
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読
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メ
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だ
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史
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名
の

査
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者
の
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生
に
、
記
し
て
こ
こ
に
感
謝
の
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を
申
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げ
た
い
。

な
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稿
の
引
用
文
中
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全
体
で
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一
の
た
め
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訳
か
ら
一
部
訳
語
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あ
ら
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め
て
い
る
箇
所
が
あ
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、
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二
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受
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究
成
果
の
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部
で

あ
る
。
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う
め
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ら
・
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ぎ
お

日
本
大
学
文
理
学
部
助
手
）
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